
緒 言

　タバココナジラミ Bemisia tabaci（Gennadius）は世

界の熱帯，亜熱帯地域を中心に広く分布し，多作物に寄

生するとともにベゴモウイルスを媒介する重要害虫であ

る。本種は多くのバイオタイプの存在が知られており，

種複合体として扱われている（Perring，２００１）。日本に

分布するタバココナジラミとしては，西日本のスイカズ

ラやサツマイモ等に生息するタバココナジラミ在来系統

B. lonicerae（Takahashi），沖縄県石垣島の在来系統，

タバココナジラミバイオタイプB B. tabaci B biotype

（＝ B. argentifolii（Bellows & Perring）；以 下，B）お

よびタバココナジラミバイオタイプQ B. tabaci Q 

biotype（以下，Q）が報告されている（宮武，１９８０；大

泰 司・岡 田，１９９６；Lee and De Barro, 2000; Ueda and 

Brown, ２００６）。上田ら（２００７）は，ミトコンドリアチト

クロームオキシダーゼⅠ（以下，mtCOⅠ）領域の塩基

配列解析に基づいて，主に本州～九州地域に生息する在

来系統をタバココナジミバイオタイプ JpL B. tabaci 

JpL biotype（以下，JpL）と呼称することを提案し，沖

縄諸島の在来系統が台湾等に生息するタバココナジラミ

バイオタイプNauru  B. tabaci Nauru biotype に属する

個体群であることを報告している。

　Qは，低い薬剤感受性が特徴であり，海外ではピリプ

ロキシフェンやネオニコチノイド剤に対する感受性低下

が報告されている（Nouen et al., 2002; Horowitz et al., 

２００３）。国内でもQの低い感受性が確認され，現状では

有効な薬剤は少ない（松浦，２００６；樋口，２００６；小林，

２００７）。また，Qは Bと薬剤感受性が異なり，Bに比べ

て感受性が低い傾向である（Horowitz et al., ２００３；松浦，

２００６；小林，２００７）。このように，タバココナジラミで

はバイオタイプにより薬剤感受性が異なることが予想さ

れるため，防除を行う場合は，地域あるいは圃場で発生

しているバイオタイプを把握し，防除薬剤を選択する必

要がある。そこで，熊本県内の栽培作物および野外に設

置したトマト苗から採集したタバココナジラミのバイオ

タイプを識別し，県内におけるバイオタイプの分布と季
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　熊本県内の施設作物，露地作物および野外に設置したトマト苗に寄生しているタバココナジラ
ミ成虫を採集し，PCR法でバイオタイプを調査した。２００４年１１月～２００７年２月，施設栽培７作物
の４１地点（１０市４町１村）からの採集では（全８０４頭），バイオタイプQのみ確認され，バイオタ
イプBやバイオタイプ JpL は認められなかった。２００６年，露地栽培８作物の２９地点（９市５町１
村）からの採集では，バイオタイプQ３７２頭，バイオタイプ JpL２１頭，不明１頭（全３９４頭）であ
り，バイオタイプBは確認されなかった。野外に設置したトマト苗での採集では，２００５年にバイ
オタイプQ４６３頭，バイオタイプB３頭およびバイオタイプ JpL ２頭（全４６８頭）であり，２００６年
にバイオタイプQ２２４頭，バイオタイプ JpL２１頭（全２４５頭）であった。熊本県内の栽培作物に発
生しているタバココナジラミは，発生時期，地域および寄主作物に関係なく，バイオタイプQが
優占していると考えられる。
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節的変動を調査した。

　なお，本調査は，先端技術を活用した農林水産研究高

度化事業「果菜類の新規コナジラミ（バイオタイプQ）

等防除技術の開発」の一環で実施したものである。

材 料 お よ び 方 法

　１．栽培作物からのタバココナジラミ採集

　２００４年１１月～２００７年２月に，熊本県内の施設作物に寄

生しているタバココナジラミを採集した。また，２００６年

６月～１０月に，県内の露地作物に寄生しているタバココ

ナジラミを採集した。採集日，採集地点および採集作物

は，施設作物を第１表と第１図に，露地作物を第２表と

第２図に示した。タバココナジラミは成虫を吸虫管で採

集し，２００６年以降では採集虫をそのまま－２０℃で冷凍保

存した。２００５年以前では，採集虫をそのまま冷凍保存す

るか，キャベツ（品種「秋徳」）を用いて２５℃，１６L８D

条件下で１～１０か月間累代飼育した後に，成虫を冷凍保

存した。

　２．野外に設置したトマト苗からのタバココナジラミ

採集

　（１）２００５年の調査

　熊本市，玉名市および八代市に各１地点の計３地点を

調査地点とし，４～６葉期のトマト苗（品種「ハウス桃

太郎」）１２株を各調査実施月の上旬に設置した。調査期

間は，熊本市と玉名市が４～１１月，八代市が７～１１月と

した。タバココナジラミは，設置７日後のトマト苗に寄

生している成虫を３０頭上限に吸虫管で採集し，－２０℃で

冷凍保存した。なお，設置地点はいずれも施設栽培地域

であり，周囲にトマト，ナスおよびメロンが栽培されて

いた。

　（２）２００６年の調査

　熊本県農業研究センター（合志市）内の環境条件が異

なる３地点に，４～６葉期のトマト苗（品種「ハウス桃

太郎」）５株を設置した。すなわち，周囲が施設栽培圃

場の地点（地点A），雑木林の地点（地点B）および牧

草地の地点（地点C）であり，地点間は３００m以上離れ

ていた。トマト苗は５月１８日から１１月２１日まで設置し，

トマト苗上で新成虫が羽化しないように１４日を目安に苗

を交換した。タバココナジラミは，１３～２３日間隔で３０頭

を上限として吸虫管で成虫を採集し，冷凍保存した。

　３．バイオタイプの識別方法

　冷凍保存しているタバココナジラミ成虫をサンプルと

し，バイオタイプを識別した。B，Qのバイオタイプ識

別は，三浦（２００７）のMultiplex PCR法を用いた。ただ

し，２００４～２００５年に施設作物から採集した個体群のバイ

オタイプは，上田（２００６）の PCR －RFLP 法で識別した。

B，Qいずれとも識別できなかった個体については，JpL

のmtCOⅠに特異的に反応するプライマーを用いて

PCR反応を行い，予測される増幅断片が得られたもの

はJpLと識別した（上田，未発表）。なお，そのPCR産

物の一部については塩基配列解析を行い，既知のJpLの

mtCOⅠ塩基配列と照合した。　

結 果

　１．栽培作物からのタバココナジラミ採集

　（１）施設作物からの採集

　施設作物から採集したタバココナジラミのバイオタイ

プ識別結果を第１表に示した。２００４年では，１市１作物

１地点から２２頭を採集してバイオタイプを識別した。

２００５年では，５市３町の５作物１２地点から１５１頭を供試し

た。２００６年では，１０市３町１村の７作物２４地点から５６４

頭を供試した。２００７年では，２市１町の２作物４地点か

ら６７頭を供試した。これらの２００４～２００７年に採集したタ

バココナジラミは，Bや JpL は認められず，Qのみが確

認された。また，採集時期によるバイオタイプの違いは

認められなかった。

　（２）露地作物からの採集

　露地作物から採集したタバココナジラミのバイオタイ

プ識別結果を第２表に示した。２００６年に，９市５町１村

の８作物２９地点から３９４頭を採集してバイオタイプを識

別した。識別結果は，Qが３７２頭，JpL が２１頭および不明

が１頭であり，Bのみ確認されなかった。なお，不明と

した１頭についてはmtCOⅠ領域の塩基配列を解析した

が，種を特定することができなかった。

　採集日は６～１０月であったが，どの時期に採集した個

体群もQの割合が高かった。JpL を確認した山鹿市と山

江村の２地点は，山間部の露地ナス圃場であり，周囲に

雑木林や雑草が多かった。

　２．野外に設置したトマト苗からのタバココナジラミ

採集

　（１）２００５年の調査

　２００５年のバイオタイプ識別結果を第３図に示した。熊

本市に設置したトマト苗で５～１１月に採集した１７８頭で

は，１０月の採集個体でBが２頭確認されたが，残りは全

てQであった。玉名市に設置したトマト苗では，５～１１

月に１８２頭を採集した。識別結果は，１０月の採集個体で

Bが１頭，６月と１０月の採集個体で JpL が１頭ずつ確認

され，残りは全てQであった。八代市に設置したトマ

ト苗で７～１１月に１０８頭を採集したが，全てQであった。

　トマト苗を設置した３地点で，５～１１月にタバココナ
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第１表　施設作物で発生するタバココナジラミのバイオタイプ

不明
バイオタイプ供試 

虫数
採集地点採集日採集作物No

JpLBQ

０００２２　a）２２合志市２００４/１１/１５メロン１

０００２２　a）２２八代市２００５/５/３１トマト２

０００２４　a）２４熊本市２００５/６/９３

０００８８合志市２００５/１０/１２４

０００８８山都町２００５/１１/１５５

０００５５山都町２００５/１１/１５６

０００１０　a）１０天草市２００５/５/１３ミニトマト７

０００２３　a）２３玉名市２００５/７/１８

０００１２１２熊本市２００５/１２/１５ナス９

０００１０　a）１０熊本市２００５/６/９メロン１０

０００１２　a）１２植木町２００５/１０/４１１

０００５５熊本市２００５/１０/１３１２

０００１２１２益城町２００５/１２/２７スイカ１３

０００２５２５合志市２００６/５/９トマト１４

０００２９２９八代市２００６/５/２６１５

０００２４２４八代市２００６/５/２６１６

０００１１１１阿蘇市２００６/９/１５１７

０００２６２６合志市２００６/１０/６１８

０００２６２６玉名市２００６/６/１５ミニトマト１９

０００３０３０山鹿市２００６/６/２６２０

０００２８２８熊本市２００６/６/２０ナス２１

０００１９１９人吉市２００６/１０/２７２２

０００２７２７八代市２００６/５/２６メロン２３

０００１２１２植木町２００６/６/２６２４

０００２４２４山江村２００６/７/１３２５

０００１８１８宇城市２００６/９/７２６

０００２８２８植木町２００６/１０/２６２７

０００１８１８人吉市２００６/１０/２７２８

０００２７２７熊本市２００６/１２/１３２９

０００１２１２上天草市２００６/６/２９キュウリ３０

０００２８２８あさぎり町２００６/７/１３３１

０００９９玉名市２００６/９/８３２

０００２８２８阿蘇市２００６/９/１５３３

０００２９２９植木町２００６/１０/２６３４

０００３０３０あさぎり町２００６/１０/２７３５

０００２６２６益城町２００６/６/７スイカ３６

０００３０３０天草市２００６/６/２９トルコギキョウ３７

０００１１１１玉名市２００７/２/１５トマト３８

０００１５１５八代市２００７/２/２０３９

０００３０３０八代市２００７/２/２０４０

０００１１１１植木町２００７/２/１５ナス４１

０００８０４８０４合計

a）累代虫識別：採集後，１～１０か月累代飼育した後の成虫を識別した．



ジラミを採集したが，採集時期に関係なくQの割合が

高かった。また，Bは２地点，JpL は１地点で確認され

たが，B，JpL ともに識別された個体数は少なかった。

　（２）２００６年の調査

　２００６年のバイオタイプ識別結果を第４図に示した。６

月１日～１１月２１日に，トマト苗に寄生しているタバココ

ナジラミを１１回採集した。地点Aで採集した９０頭では，

８月１０日の採集個体でJpLが１頭確認されたが，残りは

全てQであった。地点Bで採集した１１３頭では，JpL が

１９頭（採集日・JpL 頭数：６月１４日・２頭，８月１０日・

１頭，８月２３日・４頭，９月８日・６頭，９月２２日・１頭，

１０月１１日・３頭，１０月２９日・２頭）確認されたが，残り

は全てQであった。地点Cで採集した４２頭では，６月１４

日の採集個体でJpLが１頭確認されたが，残りは全てQ

であった。

　トマト苗を設置した３地点で６～１１月にタバココナジ

ラミを採集したが，採集時期に関係なくQの割合が高

かった。また，JpL が３地点で確認されたが，Bは確認

されなかった。地点A，B，Cでの JpL の識別割合は，

１．１％，１６．８％および２．４％であり，周辺に雑草が多い地

点Bで高かった。
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第２表　露地作物で発生するタバココナジラミのバイオタイプ

不明
バイオタイプ供試 

虫数
採集地点採集日採集作物No

JpLBQ

０００８８八代市２００６/９/７トマト１

０００１０１０八代市２００６/９/７２

０００１６１６宇城市２００６/９/７３

０　a）１９００１９山鹿市２００６/６/２６ナス４

０　b）１００１山江村２００６/７/１３５

０００２８２８合志市２００６/９/８６

０００２２２２植木町２００６/９/８７

０００３３大津町２００６/９/１５８

０００３０３０山鹿市２００６/１０/２６９

０００１５１５錦町２００６/１０/２７１０

　c）１００２３２４益城町２００６/６/７カボチャ１１

０００２８２８玉名市２００６/６/１５１２

０００４４玉東町２００６/６/１５１３

０００２６２６熊本市２００６/６/２０１４

０００２２山鹿市２００６/６/２６１５

０　b）１０２３宇城市２００６/６/２６１６

０００６６合志市２００６/６/２７１７

０００２８２８宇城市２００６/６/２９１８

０００１３１３天草市２００６/６/２９１９

０００２９２９合志市２００６/７/６２０

０００１１人吉市２００６/７/１３２１

０００３３宇城市２００６/９/７２２

０００１９１９玉名市２００６/９/８２３

０００１１阿蘇市２００６/９/１５キュウリ２４

０００４４人吉市２００６/１０/２７２５

０００１４１４熊本市２００６/６/２０ゴボウ２６

０００２７２７益城町２００６/６/７タバコ２７

０００５５玉名市２００６/９/８オクラ２８

０００５５熊本市２００６/９/１４サツマイモ２９

１２１０３７２３９４合計

a）２頭についてmtCOⅠ領域の塩基配列解析で識別した．　b）mtCOⅠ領域の塩基配列解析で識別した．
c）mtCOⅠ領域の塩基配列解析で識別できなかった．
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第１図　施設作物におけるタバココナジラミの採
集地点．図中の数字は第１表のNoを示す．
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第２図　露地作物におけるタバココナジラミの採
集地点．図中の数字は第２表のNoを示す．
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第４図　野外のトマト苗に寄生するタバココナジラ
ミバイオタイプの季節的変動（２００６）．（A）：
周囲が施設栽培圃場の地点（地点A），（B）：
周囲が雑木林の地点（地点B），（C）：周囲が牧
草地の地点（地点C）．JpL と識別した PCR産
物は，調査日ごとに２サンプルを上限にmtCO
Ⅰ領域の塩基配列解析で確認した．
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第３図　野外のトマト苗に寄生するタバココナジラ
ミバイオタイプの季節的変動（２００５）．（A）：
熊本市，（B）：玉名市，（C）：八代市．
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考 察

　２００４～２００７年の異なる時期に熊本県内の施設栽培７作

物の４１地点からタバココナジラミを採集し，バイオタイ

プを調査したが，供試した個体全てがQであった。ま

た，露地栽培８作物の２９地点からタバココナジラミを採

集し，バイオタイプを調査した。その結果，供試した個

体群のほとんどはQであり，わずかにJpLが確認された

が，Bの発生は確認されなかった。野外に設置したトマ

ト苗に寄生しているタバココナジラミを定期的に採集し，

バイオタイプを調査したが，Bや JpL はわずかであり，

ほとんどがQであった。これらの結果から，熊本県内

の栽培作物に発生しているタバココナジラミは，発生時

期，地域および寄主作物に関係なく，施設作物ではQ

であり，露地作物ではQが優占していると考えられた。

松浦（２００６）は，宮崎県内の１４市町で採集したタバココ

ナジラミのバイオタイプを調査し，Qが県全域に分布し

ていると示唆した。今回の調査結果と同様な傾向であり，

九州地域ではQが広く分布していると推察される。

　本調査でのBの確認は，２００５年の野外に設置したトマ

ト苗で採集した３頭のみであり，施設作物および露地作

物からの採集では確認されなかった。カボチャでは，B

の幼虫寄生による白化症の発現が知られている（松井，

１９９５）。また，Q寄生によるカボチャ白化症の発現能力は

非常に低く，Bとは明らかに異なる（樋口，２００６）。今回，

採集に用いた露地作物では，カボチャ１３圃場が含まれ

ているが，白化症は認められなかった。このことは，露

地作物でBの発生が少ないことを示唆しており，本調査

結果と一致する。

　小林（２００７）は，Qの分布域について苗の移動による

拡大を指摘しているが，他要因の一つとして薬剤淘汰が

考えられる。Qは，一部のネオニコチノイド剤および合

成ピレスロイド剤等の感受性が低く，Bと比べても感受

性が低い傾向が報告されている（Horowitz et al., ２００３；

松浦，２００６；樋口，２００６；小林，２００７）。Horowitz et al.

（２００５）は，Qと Bの混在した個体群の室内飼育におい

て，無淘汰で６世代経過するとBが残存し，ピリプロキ

シフェンに対する感受性は高くなるが，同一個体群をア

セタミプリドやチアメトキサムで淘汰すると，２１世代後

ではQが残存し，ピリプロキシフェンに対する感受性

は低いままであると報告している。熊本県においても栽

培作物での薬剤防除により感受性の低いQが残存し，

発生しているバイオタイプの中でQの割合が高くなっ

ていった可能性が考えられる。さらに，Bの発生がこれ

ほど少ない結果になった要因として，Bが野外越冬でき

ないため（大泰司・岡田，１９９６），Bの越冬場所となる施

設栽培圃場での冬期の薬剤防除が大きく影響しているこ

とが考えられる。

　露地作物からの採集では，３地点で JpL が確認された。

その一つである２００６年６月２６日に山鹿市の露地ナスで採

集した個体群は，１９頭全てがJpLであったが，圃場で幼

虫を認めなかった。しかし，２００６年１０月２６日に同一圃場

で再度採集したところ，３０頭全てがQであり，多くの

幼虫が確認された。山間部の露地ナス圃場であるため周

辺に雑木林や雑草が多く，雑草等に生息していたJpLが

一時的に露地ナスへ飛来したと考えられる。これと同様

なことが，２００６年の野外に設置したトマト苗からの採集

虫の識別結果からも推察される。すなわち，地点A，B，

Cでは，周辺に雑草が多い地点BでJpLの識別割合が高

い。大泰司・岡田（１９９６）は，Bと JpL では好適な寄主

植物が異なり，スイカズラやセイタカアワダチソウ等を

JpL の好適植物として報告している。雑草等で生息して

いるJpLは，周辺の栽培作物に飛来しているが，定着は

しにくいと考えられる。その理由として，作物には JpL

の好適な寄主が少ないこと，JpL の薬剤感受性が高いこ

と等が考えられる。
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